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（１）目的 
 卓球の打法はどのように行われているのか。連続写真,3DCGか

らフォームを観察し、ラケット先端速度、重心移動、右膝と右肘の
内側の角度に注目し、それらの数値を三次元分析した。 

（２）被験者データ 

（３）実験方法 
 被験者1名を右斜め前・右斜め後ろに設置したハイスピードカメラ２台を
毎秒300コマで使い、ボール係の手投げした球をフォアハンドドライブ、
フォアハンドカット、バックハンドカットで打った時のフォームを撮影した。 

4.ラケット先端速度はインパクトポイント時約10.5m/s出ていた。重心高さはフォワードスイン
グ開始時約85.7cmで、インパクトポイント時約81.9cmだった。右膝の角度はフォワードスイン
グ開始時約133.5度で、インパクトポイント時は約122.2度だった。右肘の角度はフォワード
スイング開始時約69.4度で、インパクトポイント時約86.7度だった。 

専門書（※）によると、「脚はバックスイング時に左脚を前に出して曲げ右
足に重心を移動し、スイング時に左足に重心を移す」、「腰はバックスイン
グ時に左から右に回転させ、スイングすると同時に右から左へ回転させ
る」、「膝はバックスイング時に曲げ、スイングすると同時に右脚で床を
蹴った後に伸ばす」「肘はインパクトで巻き込むように振り上げる」とある。 

（４）結果 

5.フォワードスイング開始時に左脚からスイング終了時右脚へ約7.9cm重心移動されていた。
フォワードスイング開始時からインパクトへ近付くと同時に腰は低くなっていた。右膝はインパ
クトポイントにかけて屈曲していた。右肘はフォワードスイング開始時屈曲し、身体から外側
へ離し、ラケットを斜め下前方へスイングしてインパクトポイント時に伸展していた。 

専門書（※）によると、「脚はバックスイングと共に左脚に重心を乗せ、ス
イングとともに右脚へ移動させる」、「腰のリードでスイングする」。「膝は
軽く曲げた状態からさらに曲げる方向へのバネとして使います」、 「膝は
身長にもよるが120～135度前後位に曲げる」 「肘を脇から離して突き出
すような形を作ってカットする」 「縮めた肘を開きながら斜め下前方へ向
かって振り切るスイング」とある。 

専門書（※）によると、「バックスイングは肩かそれより高い位置にラケット
を引く」「肘を幾分絞める」「腰のリードでスイング」「重心を落とした腰の位
置でインパクトする」 「膝を軽く曲げた状態からさらに曲げる方向へのバネ
として使います」 「膝は身長にもよるが120～135度前後位に曲げる」とある。 

3.フォワードスイング開始時、肩の高さ位にラケットがあげられていた。右肘を身体側に近付
けていた。フォワードスイング開始時からインパクトポイント時にかけて腰が低くされていた。
ややラケットの方が高かったが、腰の位置ぐらいでインパクトしていた。 
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（５）考察 
 3打法とも専門書（※）に書かれている動きの特徴とほぼ同様のことが
行われていた。つまり、被験者はそれらをスイング中に意識し活用して
いる。これは打法を打つ上でのフォームの特徴を行動へと移す事が出
来ていたのではないかと思われる。 

2.フォアハンドカット 

図１ 撮影方法 
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図3 ラケット先端速度 図4 重心高さ位置 図5 右膝、右肘角度 

図7 ラケット先端速度 図8 重心高さ位置 図9 右膝、右肘角度 

図11 ラケット先端速度 図12 重心高さ位置 図13 右膝、右肘角度 

1.フォアハンドドライブ 

3.バックハンドカット 

1.フォワードスイング開始時右脚からスイング終了時左脚へ約5cm重心移動していた。フォ
ワードスイング開始時から、腰を右から左へ回転していた。右膝はスイング開始時から終了
時にかけて、あまり屈曲、伸展していなかった。 

2.ラケット先端速度はインパクトポイント時約20.1m/s出ていた。重心高さはフォワードスイン
グ開始時約88.3cmで、インパクトポイント時約93.0cmだった。右膝はフォワードスイング開始
時約135.5度で、インパクトポイント時では約136.1度だった。右肘はフォワードスイング開始
時約114.4度で、インパクトポイント時は約93.0度だった。 

6.ラケット先端速度はインパクトポイント時約17.5m/s出ていた。重心高さはフォワードスイン
グ開始時約84.4cmで、インパクトポイント時約77.7cmだった。フォワードスイング開始時右膝
が約139.6 度で、インパクトポイント時約127.6度だった。フォワードスイング開始時右肘は約
96.7度でインパクトポイント時約114.1度だった。 

図2 フォアハンドドライブの連続写真と後方から見た3DCG 

図6 フォアハンドカットの連続写真と正面から見た3DCG 

図10 バックハンドカットの連続写真と正面から見た3DCG 

注：赤い枠と白い枠と
赤い縦ラインはインパ
クトポイントである 


